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４． 中央大学におけるアウトカムズ評価手法 

中央大学では，理工学部情報工学科を中心にアウトカムズを設定し，これを評価

するためのルーブリックスを作成し，ほぼ理想的な形でこれを運用しているが，対

象としている演習科目の学生が９人と尐人数であり，今後多人数科目への適応法を

模索している． 

 

中央大学で使用している用語と，図 4.1 の用語の対応を以下に示す． 

育成すべき人材像 →  Educational Objectives 

コンピテンシー  →  Learning Outcomes 

キーワード    →  Performance Criteria 

 

(1) 育成すべき人材像定義 

教員間のフリーディスカッションで作成 

 

(育成すべき人材像) 

情報分野の幅広い業種にわたりミドル～トップマネジメントの担い手となるため， 

 専門性とともに 

 広範な基礎知識を身につけ， 

 夢の実現に向けて学び挑戦し続ける心と， 

 研究活動や学界での研究発表等を通じて培ったコミュニケーション力とを

備え， 

 集団および社会における自らの役割を常に意識し， 

 正しい倫理観をもって行動する， 

知性的な人材を， 

 

学びの目標である， 

 未知のプログラミング言語にも対応できる多言語技術者としての素地 

 新世代の高度情報処理を実現するソフトとハード両面の知識 

 国際社会の情報マネジメントに必要なデザイン能力 

の修得を通じて育成します． 

 

 

(2) 育成すべき人材像実現に必要なコンピテンシーの策定 

 

（コンピテンシーが満たすべき条件） 

・人材像定義実現 

・さまざまなステークホルダの期待・要望 

 

（策定された７個のコンピテンシー） 

行動：  組織的行動能力，コミュニケーション能力 

知識：  専門性 

思考：  問題解決力(デザイン)，知識獲得力 

行動源泉：自己実現力，創造力 
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(3) コンピテンシーを具体的に定義するキーワードの策定 

各コンピテンシーを具体的に定義するキーワードを，図 4.10 のように，各コ

ンピテンシーごとに５個(一部３個)，計３３個定義する．各キーワードは，コ

ンピテンシーを K-J 法で７つに絞った際，各コンピテンシーの下位概念として

定義されるものであり，各コンピテンシーを構成する要素的な能力である． 

キーワードの説明は，図 4.10 に示すように，「（学生が）～する」というよう

に，外に現れる点検評価可能な行動を設定．主語は学生である． 

策定されたコンピテンシーとキーワードは２０社の企業の人事担当者に，そ

の妥当性を評価してもらった． 

 

(4) コンピテンシーの水準策定 

３３個の各キーワードを下記の５段階の水準（合計１６５項目）で定義して，

コンピテンシーの到達度点検表(ルーブリックス)を作成（図 4.11-1～7 参照） 

 

（ルーブリックスの使用法） 

これらのルーブリックス（図 4.11-1～7 参照）は，左の列の一番上にコンピテン

シー（コミュニケーション力，問題解決力，知識獲得力，組織的行動力，創造力，自己表現力，専門性）

が記述され，その下にそれを定義しているキーワードが縦に並んでいる．また

各行は，コンピテンシー，あるいは各キーワードの行動特性に関する達成度を，

下記の５段階の水準で表したものであり，これらと各学生の具体的な行動特性

とを比較することで，各学生のコンピテンシーを評価するものである． 

 

（コンピテンシーを具体的に定義する各キーワードの水準定義）IBM の助言により策定 

 

水準０：問題行動（行動していない，誤った行動をする） 

→誰かに指示されてもやらない．正しい行動ができてない． 

やってはいけない行動をする． 

 

水準１：指示待ち行動（指示待ち行動） 

→誰かに指示されたのでやる程度，典型的な「指示待ち族」 

 

水準２：通常行動（やるべきことをやるべき時にやった行動） 

→何も言われなくても行動は起こすが，単なるマニュアル的行動 

 

水準３：自主的行動（明確な意図や判断に基づいた行動） 

→マニュアル的行動を起こす前に，自分なりに「考えて行動」するが，そこ 

に独自の発想はない 

 

水準４：独創的行動（独自の効果的工夫を加えた行動，状況を変化させようと 

いう行動） 

→行動を起こすに当たって，事前に問題を把握している．問題解決にあたり， 

他者より秀でた独自の「工夫」がみられる． 

 

各キーワードに相当する行動特性の内容を５レベルとしたとき，学生の特性を評

価する際に，特に水準３と４の区別がつけにくい，という問題があった． 
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図 4.10 コンピテンシーを具体的に定義するキーワードの策定 

 最上段の行の７項目がコンピテンシー， 

その下に５あるいは３項目縦に並ぶのが各コンピテンシーを定義するキーワード 
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          図 4.11-1 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス(コミュニケーション力)  (c)中央大学理工学部情報工学科 

 

0 1 2 3 4

他人の意見あるいは記述された
文章を正しく理解したうえで、
それにたいする自分の意見を明
確に表現する
効果的な説明方法や手段を用い
て、関係者を納得させる

相手を理解し、相手に
自分の意見を伝えるこ
とができない

相手の意見を一通り理
解し、相手に自分の意
見を一通り伝えている

相手の意見を聞き、自
分の意見を伝えること
で、円滑なコミュニ
ケーションを図ってい
る

相手を理解したうえで、
説明の方法を工夫しなが
ら、自分の意見や考えを
わかりやすく伝え、十分
な理解を得ている

様々な説明の方法や手段
を駆使し、意見の異なる
相手との相互理解を得て
いる

傾聴力

他人の意見を聞き、正しく理解
し、尊重する

意見を聞き、理解する
ことができていない

相手の意見を一通り理
解している

相手の意見を十分理解
している

相手の意見を十分理解
し、自分と異なる意見に
も耳を傾けている

相手の意見を十分理解
し、自分と異なる意見に
も耳を傾け尊重している

読解力

記述された内容を正しく理解す
る

記述された内容を理解
できていない

記述された内容を一通
り理解している

記述された内容を十分理
解している

記述力

正しい文章で他人が理解できる
ように記述する

記述された文章を他人
が理解できない、ある
いは、記述された文章
に重大な誤りがある

正しい文章で、他人が
一通り理解できるよう
に記述することができ
る

正しい文章で、他人が
十分理解できるよう記
述することができる

正しい文章で、他人が十
分理解できる記述となる
よう工夫している

正しい文章で、他人が十
分理解できる記述となる
よう秀でた工夫をしてい
る

提案力

適切な手順・手段を用いてわか
りやすく説明したうえで、自分
の意見を効果的に伝える

効果的な手順・手段を
用いてわかりやすく説
明できない

効果的な手順・手段を
用いてわかりやすく説
明しようとしている

効果的な手順・手段を
用いてわかりやすく説
明できている

適切な手順・手段を用い
てわかりやすく説明した
うえで、自分の意見を効
果的に伝えている

適切な手順・手段を用い
てわかりやすく説明した
うえで、自分の意見を効
果的に伝え、自分と異な
る意見を持つ相手からも
十分な理解を得ている

議論力

議論の目標を設定し、それに合
わせて議論を展開する

一方的な主張に終わっ
ている、あるいは意見
を述べていない、誤っ
た意見のために議論に
ならない

議論の目標を設定し、
それに合わせて議論を
展開しようとしている

議論の目標を設定し、
それに合わせて議論を
展開している

議論の目標を設定し、そ
れに合わせて、自分と異
なる意見を持つ相手とも
議論を展開している

議論の目標を設定し、そ
れに合わせて、自分と異
なる意見を持つ相手とも
議論を展開し、相互理解
を得ている

コミュニケー
ション力

段階 ４月より
上がった
と思えば
○

学習を含む大学
生活の効果が大
きいと思えば○

コンピテンシー
・キーワード

定義
現在の段階
(自己評価）
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図 4.11-2 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス(問題解決力)      (c)中央大学理工学部情報工学科 

0 1 2 3 4

課題を正しく理解する。
解決策を立て実行する。
その結果を検証し、計画の見直
しや次の計画への反映を行う

与えられた課題を正し
く理解できない

与えられた課題を正し
く理解し、解決を行お
うとしている

自ら発見した課題、も
しくは与えられた課題
を正しく理解してい
る。
解決策を立て、実行し
ている

自ら課題を発見し、解決
策を立て、実行してい
る。
実行結果は検証し、計画
の見直しや次の計画に反
映している

自ら課題を発見し、最善
の解決策を選択し、計画
的に実行している。
その結果を多面的に検証
し次の計画に反映してい
る

課題発見

現状と目標(あるべき姿）を把
握し、その間にあるギャップの
中から、解決すべき課題を見つ
け出す

与えられた課題を正し
く理解できない

与えられた課題を正し
く理解できている

現状と目標を把握し、
その間にあるギャップ
の中に問題を見つけて
いる

現状と目標を把握し、そ
の間にあるギャップの中
から、解決すべき課題を
見つけ出している

現状と目標を把握し、そ
の間にあるギャップの中
から解決すべき課題を見
つけ出し、優先順位付け
ができている

課題分析

課題の因果関係を理解し、真の
原因(本質）を見出す

課題の因果関係や本質
を理解できない、また
は、見出せない

課題の因果関係や本質
を理解しようと見出す
努力をしている

課題の因果関係を理解
し、そこから本質を見
出そうと努力している

課題の因果関係を理解
し、本質を見出している

課題の因果関係を理解
し、かつ、本質を見出し
た上で、解決の方向性を
認識している

論理的思考

複雑な事象の本質を整理し、構
造化(誰が見てもわかりやす
く）できる。
論理的に自分の意見や手順を構
築・展開できる

複雑な事象を整理し、
構造化できない

複雑な事象を整理し、
構造化しようと努力し
ている

複雑な事象を整理し、
構造化できる

複雑な事象を整理し、構
造化できる。
自分の意見や手順を論理
的に展開できる

複雑な事象を整理し、構
造化できる。
意見や手順を論理的に展
開し、相手を納得させる
ことができる

計画実行

目的と目標を設定し、順序立て
て計画して確実に実行する

場当たり的な行動をし
ている

目的と目標を設定し、
計画を立てているが、
計画倒れで実行イメー
ジが伴わない

目的と目標を設定し、
計画を立ててそれを実
行している

目的と目標を設定し、計
画を立て、その計画通り
に実行している

目的と目標を設定し、複
数の方法から最善の方法
を選択し、計画を立て実
行している

検証

計画して実行した結果を正しく
評価し、計画の見直しや次期計
画への反映を行う

結果を検証していない 結果を一通り検証して
いる

結果を正しく検証して
いる

結果を正しく評価し、計
画の見直しや次期計画へ
の反映を行っている

結果を正しく多面的に評
価し、計画の見直しや次
期計画への反映を行って
いる

問題解決力

４月より
上がった
と思えば
○

学習を含む大学
生活の効果が大
きいと思えば○

コンピテンシー
・キーワード

定義

段階
現在の段階
(自己評価）
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図 4.11-3 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス（知識獲得力）     (c)中央大学理工学部情報工学科 

 

 

 

0 1 2 3 4

継続的に深く広く情報収集に努
め、取捨選択した上で、知識や
ノウハウを習得し、関連付けて
活用する

自ら情報収集し、新し
い知識やノウハウを習
得することができてい
ない

一通り情報収集し、新
しい知識やノウハウを
習得することができて
いる

収集した情報を精査
し、知識やノウハウを
習得し、関連付けて活
用している

深く広く情報収集に努
め、取捨選択した上で、
知識やノウハウを習得
し、関連付けて活用して
いる

継続的に深く広く情報収
集に努め、取捨選択した
上で、知識やノウハウを
習得し、関連付け、他者
が思いつかない形で活用
している

学習

専門知識のみならず人文社会に
関するものも含めて、幅広い分
野で知識やノウハウを深く習得
することを継続する

自ら新しい知識やノウ
ハウを習得できていな
い

限定的な知識やノウハ
ウの習得に留まってい
る

自ら新しい知識やノウ
ハウの習得に努めてい
る

専門知識のみならず人文
社会に関するものも含め
て、幅広い分野で、深く
知識やノウハウを習得し
ている

専門知識のみならず人文
社会に関するものも含め
て、幅広い分野で、知識
やノウハウを深く習得す
ることを継続している

応用力

入手した知識やノウハウを関連
付けてい活用する

入手した知識やノウハ
ウが関連付けられてい
ない

入手した情報や知識や
ノウハウが一通り関連
付けられている

入手した知識やノウハ
ウを関連付けて活用し
ている

入手した知識やノウハウ
を関連付け、自ら工夫し
て活用している

入手した知識やノウハウ
を関連付け、他者が思い
つかない形で活用してい
る

情報収集力

必要な情報を入手し、精査した
上で、取捨選択して自分のもの
とする

必要な情報が入手でき
ない

通り一遍の情報入手に
留まっている

情報を入手し、精査し
ている

工夫して情報を入手し精
査して上で取捨選択して
自分のものとしている

様々な手段を駆使し、情
報を入手している。信頼
性が高い情報のみを選択
して自分のものとしてい
る

現在の段階
(自己評価）

４月より
上がった
と思えば
○

学習を含む大学
生活の効果が大
きいと思えば○

知識獲得力

コンピテンシー
・キーワード

定義

段階
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図 4.11-4 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス（組織的行動力）   (c)中央大学理工学部情報工学科 

 

0 1 2 3 4

チーム、組織の目標を達成する

ために何をすべきか、複数の視

点から多面的、客観的に捉え、

適切な判断を下し、当事者意識

をもって行動する。

その際、他者とお互いの考えを

尊重し、信頼関係を築いてそれ

を維持しつつ行動する

チームで作業ができな

い、

自己中心的な行動をと

る

指示されると作業でき

るが、目標を達成する

ために自ら動かない

チームでの作業、行動

において共通の目標を

理解し、達成するため

に当事者意識を持って

行動する

チーム、組織の目標を達

成するために何をすべき

か、複数の視点から捉

え、適切な判断を下し、

当事者意識をもって行動

する。その際、他者とお

互いの意見を尊重し、信

頼関係を築くような行動

をとる

チーム、組織の目標を達

成するために何をすべき

か、関係者の利害を幅広

く考慮したうえで適切な

判断を下し、自ら進んで

行動を起こすだけでな

く、目指すべき方向性を

示し、他を導いている

バランス力

複数の視点から、多面的、客観

的に物事を捉えた適切な判断を

基に行動する

視野が狭く、周りが見

えない。偏った考え方

をする

事実に基づいた視点で

客観的に物事を捉えて

いる

複数の視点から多面

的、客観的に物事を捉

えている

複数の視点から多面的、

客観的に物事を捉えた適

切な判断を基に行動して

いる

複数の視点から多面的、

客観的に物事を捉え、影

響範囲や関係者の利害を

幅広く考慮したうえで適

切な判断を下し、それを

基に行動している

役割認識

チーム、組織の目標を達成する

ために個人の役割を理解し、当

事者意識を持って行動する

自分の役割を認識して

いない

自分の役割を認識して

いるが、行動に移せな

い

個人の役割を理解し、

当事者意識を持って行

動している

個人の役割を理解し、当

事者意識を持って行動す

る。

また状況によって役割を

柔軟に変え行動する

基本的な役割を理解した

うえで行動する。

また状況ごとに役割を柔

軟に変え、役割を超えた

働きをする

主体性

物事に対して自分の意思・判断

で責任を持って行動する

誰かに指示されてもや

らない、できない

誰かに指示されたこと

のみ行っている

何も言われなくても行

動は起こすが、単なる

マニュアル的行動をと

る

物事に対して自分の意

思・判断で責任を持って

行動している

物事に対して自分の意

思・判断で責任を持って

行動し、その行動に工

夫・独自性が見える

協働

共通の目標を達成するためにお

互いの考えを尊重し、信頼関係

を築くような行動をとる

チームで作業ができな

い、

自己中心的な行動をと

る

チームで作業できる

が、目標を達成するた

めに自ら動かない

チームでの作業、行動

において共通の目標を

理解し達成するため行

動できる

チームでの作業、行動を

するとき、共通の目標を

達成するためにお互いの

考えを尊重し、信頼関係

を築くような行動をとる

チームでの作業、行動を

するとき、共通の目標を

達成するためにお互いを

尊重し、信頼関係を構

築・維持しようと自ら工

夫して行動する

率先力

先に立って実践する。

先に立って模範を示し、他を誘

導する

行動しない 他者に従って、あるい

は真似して行動してい

る

先に立って実践してい

る

先に立って実践してい

る。

先に立って模範を示し、

他を誘導している

先に立って実践してい

る。

先に立って模範を示し、

他を誘導している。

さらに目指すべき方向性

を示し、他を導いている

４月より

上がった

と思えば

○

学習を含む大学

生活の効果が大

きいと思えば○

組織的行動力

コンピテンシー

・キーワード
定義

段階
現在の段階

(自己評価）
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                     図 4.11-5 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス(創造力)   (c)中央大学理工学部情報工学科 

0 1 2 3 4

知的好奇心を発揮して様々な専

門内外のことに関心を持ち、そ

れらから着想を得て、今までに

なかった新しいアイディアを発

想する。

その際、関連法令を遵守し、倫

理観を持ってい技術者が社会に

対して負っている責任を果たす

新しい発想や技術を

知っても興味を持たな

い

普段から自分が興味の

ある分野について情報

収集し、新しい発想や

技術に関心を払ってい

る

自分の専門内外に関わ

らず、幅広い知的好奇

心を持ち、新たな知識

を意欲的に取り入れ、

物事に取り組もうとす

る

知的好奇心を発揮して

様々な専門内外のことに

関心を持ち、それらから

着想を得て、今までな

かった新しいアイディア

を発想することができ

る。その際、関連法令を

遵守し、倫理観を持って

技術者が社会に対して

負っている責任を果たす

知的好奇心を発揮して

様々な専門内外のことに

関心を持ち、それらから

着想を得て、科学技術の

発展に貢献するような独

自のアイディアを発想す

ることができる。その

際、関連法令を遵守し、

倫理観を持って技術者が

社会に対して負っている

責任を果たす

発想する力

既存の枠にとらわれず、今まで

になかった新しいアイディアを

生み出す

新しい考え方を持とう

としない

ヒントを与えられた場

合、新しい考え方で物

事に取り組む

自分で適切なデータを

収集・参照し、新しい

考え方で物事に取り組

む

経験したことがないこと

でも既存の枠にとらわれ

ず、今までに無かった新

しいアイディアを生み出

すことができる

これからの技術に示唆を

与え、科学技術の発展に

貢献するような、独自の

アイディアを生み出すこ

とができる

推論する力

経験のないことや将来起こりう

ることを推し量る

経験のないことや将来

起こりうることを推し

量ることができない

既知の事柄をもとにし

て、経験のないことや

将来起こりうることを

推し量ろうとする

既知の事柄をもとにし

て、経験のないことや

将来起こりうることを

推し量る

前例のないことについ

て、将来起こりうること

を推し量る

前例のないことについ

て、将来起こりうること

を複数通り推し量る

感動する力

すぐれた技術や芸術、あるいは

斬新なアイディアに接して強い

印象を受け、新たな取り組みの

原動力とする

すぐれた技術や芸術、

あるいは斬新なアイ

ディアに興味を持たな

い

すぐれた技術や芸術、

あるいは斬新なアイ

ディアに興味を持つ

すぐれた技術や芸術、

あるいは斬新なアイ

ディアに接して強い印

象を受け、心奪われる

すぐれた技術や芸術、あ

るいは斬新なアイディア

に接して強い印象を受

け、新たな取り組みの原

動力とする

すぐれた技術や芸術、あ

るいは斬新なアイディア

に接して強い印象を受

け、積極的に新たな取り

組みの原動力とする

探求する意欲

旺盛な好奇心を持ち、専門であ

るなしに関わらず、未知の知識

を取り入れようとする

新たな知識を得ようと

いう姿勢を持たない

普段から自分が興味の

ある分野について情報

収集の努力をしている

自分の専門内外に関わ

らず幅広い知的好奇心

を持ち、新たな知識を

取り入れようと、一部

は実際に行動している

自分の専門内外に関わら

ず幅広い知的好奇心を持

ち、新たな知識を意欲的

に取り入れようと、実際

に行動している

自分の専門内外に関わら

ず幅広い知的好奇心を持

ち、新たな知識を意欲的

に取り入れようと、積極

的に行動している

倫理

関連法令遵守。

技術が社会や自然に及ぼす影響

や効果を理解し、技術者が社会

に対して負っている責任を果た

す

関連法令を理解してい

ない

関連法令を理解して遵

守している

関連法令を理解して遵

守している。

技術が社会や自然に及

ぼす影響や効果を理解

し、技術者が社会に対

して負っている責任を

認識している

関連法令を理解して遵守

している。

技術が社会や自然に及ぼ

す影響や効果を理解し、

技術者が社会に対して

負っている責任を認識

し、一部は実際に行動し

ている

関連法令を理解して遵守

している。

技術が社会や自然に及ぼ

す影響や効果を理解し、

技術者が社会に対して

負っている責任を認識

し、その責任を果たす

創造力

コンピテンシー

・キーワード
定義

段階
現在の段階

(自己評価）

４月より

上がった

と思えば

○

学習を含む大学

生活の効果が大

きいと思えば○
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                    図 4.11-6 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス(自己表現力)   (c)中央大学理工学部情報工学科 

0 1 2 3 4

自らを高めるため、常に新しい

目標を求め、その実現のために

道筋を考え、努力する。その
際、自己管理と改善のための工

夫を怠らない

目標を見つけようとせ

ず、与えられても達成

しようとしない

目標があるとそれを達

成したいと思い努力す

る

自ら明確な目標を定

め、その実現のために

道筋を考え、努力す
る。その際、自己管理

を怠らない

自らを高めるため、常に

新しい目標を求め、その

実現のために道筋を考
え、努力する。その際、

自己管理と改善のための
工夫を怠らない

自らを高めるため、常に

新しい目標を探してお

り、見つけるとその達成
のために最短の道筋を考

えてそれをたどるために
努力する。失敗してもあ

きらめず、繰り返し挑戦

する

目標設定

自らを高めるための適切な目標

を設定する

目標を設定することが

できない

おぼろげな目標を設定

することができる

明確な目標を設定する

ことができる

自らを高めるための適切

な目標を設定し、さらに
それを達成するための具

体的な指標を設定するこ

とができる

継続的な自らを高めるた

めの適切な目標を設定
し、さらにそれを達成す

るための具体的かつ最適

な指標を設定することが
できる

スケジュール
管理

目標の実現のために適切な行動
計画を立案し、計画遂行のため

に(メモを取るなどの）スケ
ジュール意識を持って行動する

スケジュール意識がな
い。いつ何をしなけれ

ばならないかを把握し
ていない

スケジュール意識はあ
るがメモを取らない。

いつ何をしなければな
らないかを理解してい

るが一部できない

スケジュール意識があ
り、メモを取る。行動

計画の立案はできる
が、突発的な事態に対

応できない

行動計画の立案ができ、
突発的な事態に対応でき

る

行動計画の立案ができ
る。突発的な事態に臨機

応変に対応し、必要に応
じて適切な対応、調整が

できる

自己管理

目標達成のために必要な日常生

活の管理(時間管理、衛生管
理、健康管理、金銭管理など）

を行い、適時的確な行動を取る

日常生活の管理を怠っ

ている

日常生活の管理を行っ

ている

日常生活の管理を行っ

ている。定期的に健康
診断を受け、普段の生

活に生かし体調を崩さ

ないようにする

日常生活の管理を行って

いる。定期的な健康診断
を受け、その結果を踏ま

えて健康維持のための積

極的な取り組みを行って
いる

日常生活の管理を行って

いる。定期的な健康診断
を受け、その結果を踏ま

えて健康維持のための積

極的な取り組みを継続的
に行っている

ストレスコン

トロール

ストレスと上手に付き合い、そ
れによる悪影響を最小に抑える

ストレスの解消法を知
らず溜め込んでしまう

ストレスが溜まると察
知して解消するか、こ

れ以上蓄積しないよう

行動する

普段から自分のストレ
スを意識的にチェック

し、自分に合った方法

で解消することができ
る

普段から自分のストレス
を意識的にチェックし、

自分に合った方法で上手

に解消することができる

普段から自分のストレス
を意識的にチェックし、

自分に合った方法で解消

したり軽減したりするこ
とができる

達成志向

普段から新しい目標を求めてお
り、自分で設定してそれを達成

しようと道筋を立て、努力す
る。

改善のための工夫をする

目標が与えられても達
成しようと努力しな

い。最初からあきらめ
ている。すぐにあきら

める

目標が与えられるとそ
れを達成しようと努力

する

普段から新しい目標を
求めており、自分でそ

れを設定してそれを達
成しようと努力する

普段から新しい目標を求
めており、自分でそれを

設定してそれを達成しよ
うと努力する。そのため

の道筋を立て、改善のた

めの工夫を怠らない

普段から新しい目標を求
めており、自分でそれを

設定してそれを達成しよ
うと努力する。失敗して

も効果的な改善を行い、

あきらめず繰り返し挑戦
する

自己表現力

コンピテンシー

・キーワード
定義

段階
現在の段階

(自己評価）

４月より
上がった

と思えば

○

学習を含む大学

生活の効果が大
きいと思えば○
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               図 4.11-7 コンピテンシー達成度評価用ルーブリックス(専門力)   (c)中央大学理工学部情報工学科 

0 1 2 3 4

広さと深さがある知識と経験をもと

に、情報工学やICTツールを適切に

用いて、精確に作業を進め、情報工

学を活用する

情報工学を学ぶために基

盤となる学力や知識を

持っていない。あるいは知

識に誤りがある

断片的な専門知識や学力

を有し、簡単な情報の理解

と正確性の判断をして小規

模な主張を行うことができ

るが、作業の緻密さや正確

さは不十分である

専門知識を概ね理解し、そ

れに関連する情報の理解と

正確性の判断をして自らの

主張を行うことができる。一

定の基準の緻密さや正確さ

をもった作業を行うことがで

きる

専門知識を体系的に理解し、

専門性の高い情報の理解と

正確性の判断をして自らの主

張を行うことができる。一定

基準以上の緻密さや正確さを

もった作業を行うことができる

非常に高度な専門知識を有

し、専門知識人対象レベルの

情報の理解と正確性の判断

をして自らの主張を国内外に

発信できる。秀でた工夫によ

り一定基準以上の正確さや

緻密さをもった作業を行うこと

ができる

精確性

一連の作業を緻密かつ正確に実行

する

一連の作業を緻密かつ正

確に行おうという心掛けが

なく、雑に作業を行う

一連の作業を緻密かつ正

確に行おうという心掛けが

十分でなく、行った作業が

定められた基準での緻密

さ、正確さを持たない

一連の作業を緻密かつ正

確に行おうという心掛けが

あり、行った作業が定めら

れた基準の緻密さ、正確さ

を持つ

一連の作業の緻密性または

正確性を向上する心掛けを

持ち、定められた基準以上の

緻密さ、精確さで作業を行う

ことができる

一連の作業の緻密性または

正確性を向上する心掛けを

持ち、秀でた工夫により、定

められた基準以上の緻密さ、

精確さをもつ作業を行うことが

できる

専門知識

情報工学に関する知識を有し、その

内容を理解し、必要に応じて利用す

る

専門知識を全くまたはほと

んど理解していない、ある

いは、謝って理解している

専門知識について断片的

に理解し、尐数の知識を必

要とする課題に解答できる

専門知識について概ね理解

し、複数の知識を総合して

課題に解答できる

専門知識について体系的に

理解し、その内容を他者に説

明できる

専門知識について体系的に

かつ一部については深く理解

し、専門職業人と討論できる

情報技術基礎

自らの考えを実現するために適切に

プログラムを作成、またはICTツール

を利用する

与えられた手順をプログラ

ミングできない。または、

誤ったプログラムを作成

し、修正できない。あるい

は、ICTツールを誤用す

る、または、利用方法を知

らない

プログラム言語の基本文

法を断片的に理解し、主要

文法の一つまたは尐数に

よる単純なプログラムを作

成できる。かつ、他者の助

力を得て必要なICTYツー

ルを利用できる

プログラム言語の基本文法

を概ね理解し、課題に対し

て正しい手順（定式化、アル

ゴリズム構築、プログラム

作成、実行、検証と必要な

修正）に従ってプログラムを

作成できる。かつ、必要な

ICTツールを自力で利用で

きる

プログラム言語の基本文法

を体系的に理解し、課題に対

して正しい手順（定式化、ア

ルゴリズム構築、プログラム

作成、実行、検証と必要な修

正）に従って効率的・効果的

なプログラムを工夫して作成

できる。加えて、必要なICT

ツールを利用して効率的・効

果的に作業ができる

プログラム言語の基本文法を

体系的に理解し、課題に対し

て正しい手順（定式化、アル

ゴリズム構築、プログラム作

成、実行、検証と必要な修

正）に従って効率的・効果的

なプログラムを秀でた工夫で

作成できる。加えて、必要な

ICTツールを利用して効率的・

効果的に作業ができる

数学・

自然科学

数学・自然科学に関して深く広い知識

を有し、その内容を理解の上、必要に

応じて利用する

情報工学の基礎を学ぶた

めに必要な数学・自然科

学に関する知識を有して

いない

情報工学の基礎としての数

学・自然科学の知識を断片

的に有している

情報工学の基礎としての数

学・自然科学の知識を概ね

理解し、専門知識の獲得に

役立てることができる

情報工学の基礎としての数

学・自然科学の知識を理解

し、専門知識の獲得に効果的

に役立てることができる

情報工学の基礎としての数

学・自然科学の知識を理解

し、これを駆使して高度な専

門知識の効果的な獲得に役

立てることができる

基盤となる学

力

語学、歴史、文化、法令、環境などを

含む幅広い分野に関心を持つととも

に、知識を有し、それらを含む論述を

理解し、必要に応じて利用する

情報工学の基礎や数学・

自然科学を学ぶために必

要な基盤となる学力を有し

ていない。あるいは必要な

場面で利用することがで

きない

専門内外の分野における

他者の論述内容の正誤や

根拠を自らの知識や経験

をもとに断片的に確認でき

る。かつ、規模の小さい自

らの主張を知識や経験をも

とに口語または文章を用い

て母国語で行うことができ

る

幅広い分野において、他者

の論述内容や専門知識に

関する母国語または外国

語による論述内容の正誤

や根拠を、知識や経験をも

とに一通り確認できる。自ら

のまとまった主張を口語ま

たは文章を用いて母国語で

行うことができる

幅広い分野において、他者の

論述内容や専門知識に関す

る母国語または外国語によ

る論述内容の正誤や根拠

を、知識や経験をもとに適切

に確認できる。自らのまと

まった主張を口語または文章

を用いて母国語または外国

語で行うことができる

幅広い分野において、他者の

論述内容や専門知識に関す

る母国語または外国語によ

る論述内容の正誤や根拠を、

知識や経験をもとに適切に確

認できる。自らのまとまった主

張を口語または文章を用いて

母国語かつ外国語で効果的

に行うことができる

（赤字は情報工学科に特有の項目）

学習を含む大学生

活の効果が大きい

と思えば○

専門性

コンピテンシー

・キーワード
定義

段階 現在の段階

(自己評価）

４月より上

がったと思え

ば○
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５． アウトカムズ評価手法のまとめ 

今回の調査の対象大学におけるアウトカムズ評価の目的と手段を図 4.12 にまとめ

た．この際，このアウトカムズの点検・評価に関しては，その目的として， 

 修了生に必要なアウトカムズを達成させることに関する，プログラムの有

効性評価（すべての修了生がすべてのアウトカムズを達成していることは

必ずしも点検しない）（以下「プログラム有効性評価」と称する） 

 すべての修了生がすべてのアウトカムズを達成していることを，各修了生

の個人別のアウトカムズ達成度点検から評価（以下「個人別アウトカムズ

達成度評価」） 

の２つが考えられ，今回の調査では，米国では前者が，また国内では後者の目的で

アウトカムズ評価が行われていることが示された． 

 

また，アウトカムズ達成度評価手段としては，米国ではいくつかの手段を併用して

評価しているが，日本ではルーブリックスによる評価が主となっていることが示さ

れた．またそのルーブリックスによる評価手法を図 4.13 にまとめた． 

 

図 4.12 調査対象大学におけるアウトカムズ評価の目的と手段 
 

ミズーリ大学 
ローズハルマン 

工科大学 
広島大学 中央大学 

目的 

プログラム
有効性評価 

○ ○   

個人別アウ
トカムズ達
成度評価 

  ○ ○ 

アウト
カムズ
達成度
評価手
段 

出口調査 学生が自己評価表
に記入 
 
自己評価をもとに
した学科主任面談 

web 上で自己評価  
 
 
各科目には，その
科目で達成すべき
アウトカムズの各
項目が対応付けら
れている． 
 
各科目における各
学生の達成度評価
の評価手段は，科
目担当の各教員に
任されている 

－ 

プロジェク
トの評価 

（キャップストー
ンプロジェクトで
実施，教員が評価） 
 
チームの成果 
 
チームとしてのア
ウトカムズを最終
発表会で評価 

（４年生のラボ研
究とキャップスト
ーンプロジェクト
で実施，企業が評
価） 
 
チームごとの成果 
 
各学生のアウトカ
ムズ評価 

２回のプレゼンテ
ーション時に，Ｔ
Ａ，社会人（卒業
生），教員が各学生
のコンピテンシー
を評価 

外部の調査
会社の調査
を利用 

EBI 社 
（満足度調査） 

CLA 社 
（推論，批判，問
題解決，作文など
の能力調査） 

－ 

FE 試験 各試験問題の得点 各試験問題の得点 － 

科目の提出
物 

レポート，試験の
問題ごとの得点を
もとに，各科目担
当教員が，科目の
有効性評価 

レポート，試験の
問題ごとの得点を
もとに，各科目担
当教員が，科目の
有効性評価 

学生の提出した仕
様書，プログラミン
グ結果，最終報告書
により，各科目担当
教員が学生のコン
ピテンシー評価 

学生の自己
評価 

－ 

定期的に電子ポー
トフォリオシステ
ムに学生が記入 

はじめと終りに学
生に自己評価シー
トに記入させ，自分
のコンピテンシー
の現状，伸びを把握
させる． 
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図 4.13 ルーブリックスを利用したアウトカムズ評価法 

 
 広島大学 具体的内容は H22.4 公表予定 中央大学理工学部情報工学科 
対象科目 全学（文系も含む）の全科目 「画像・映像コンテンツ演習」（履修学生９名） 

 

育成人材像 

卒業後は○○業界などの企業で，○○技術
者・研究者として国際的視野を持って幅広
く活躍できる 

情報分野の幅広い業種にわたりミドル～トップマネ
ジメントの担い手となるため， 

 専門性とともに 

 広範な基礎知識を身につけ， 

 夢の実現に向けて学び挑戦し続ける心と， 

 研究活動や学界での研究発表等を通じて培った
コミュニケーション力とを備え， 

 集団・社会における自らの役割を常に意識し， 

 正しい倫理観をもって行動する，知性的人材を，
下記の学びの目標修得を通じて育成． 

 未知のプログラミング言語にも対応できる多言
語技術者としての素地 

 新世代の高度情報処理を実現するソフトとハー
ド両面の知識 

 国際社会の情報マネジメントに必要なデザイン
能力 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
構
成
す
る
項
目 

アウトカムズ 

 

(JABEE の 

学習教育目標) 

 

(ABET の 

criteria) 

到達目標 

(a) ○○的思考を育成し，教育研究能力を開
発する． 

(b) ○○教育内容に関連した基礎的な認識
を形成し，その研究能力を開発する． 

(c) 優れた○○実践力を育成する． 

(d) ・・・ 

コンピテンシー 

(行動)   組織的行動能力，コミュニケーション力 

(知識)   専門性 

(思考)   問題解決力(デザイン)，知識獲得力 

(行動源泉) 自己実現力，創造力 

 

 

 

評価項目 

 

Performance 

criteria 

 「知識・理解」 

○○に関する知識・理解を得る． 

○○を理解できる． 

○○を修得する． 

・・・・・ 

 「知的能力・技能」（情報収集能力，解
析能力，論理的思考能力など） 

○○を理解するための知的能力を養う． 

○○を観察評価するための能力を養う． 

○○を理解するための技能を養う． 

・・・・・ 

 「実践的能力・技能」（実験技術， 

社会調査能力，論文作成力） 

・・・・・ 

 「総合的能力・技能」（問題解決能力， 

研究力，IT，コミュニケーション力） 

・・・・・ 

 「コミュニケーション力」 

  傾聴力，読解力，記述力，提案力，議論力 

 「問題解決力」 

  課題発見，課題分析，論理的思考，計画実行，
検証 

 「知識獲得力」 

  学習，応用力，情報収集力 

 「組織的行動能力」 

  バランス力，役割認識，主体性，協同，率先力 

 「創造力」 

発想力，推論力，感動力，探求意欲，倫理 

 「自己実現力」 

  目標設定，スケジュール管理，自己管理， 

ストレスコントロール，達成志向 

 「専門性」 

  精確性，専門知識，情報技術基礎，数学・自然
科学，基礎学力 

 

評価水準 

 非常に優れている（Best） 

 優れている（Model） 

 基準に達している（Threshold） 

 基準に達していない（Not satisfied） 

 水準０：問題行動 

 水準１：指示待ち行動 

 水準２：通常行動 

 水準３：自主的行動 

 水準４：独創的行動 

 

 

評価法 

各評価項目を，その能力を育成・評価すべ
き科目・科目群に割り当て，その科目・科
目群担当の教員が，割り当てられた評価項
目に対する学生ごとの評価を行う． 

各科目で各学生の評価を求める方法は，各
担当教員あるいはプログラムの担当教員会
に委任しており，全学的には統一した方法
を決めていない． 

教員評価と学生の自己評価を並行して実施
し，制度改善に役立たせる． 

 

(合否判定) 

到達度評価は合否判定には使用しない 

(学生のコンピテンシー自己評価)：演習開始時と終了
時の２回自己評価を行うことで，自分に不足してい
るコンピテンシー項目を認識し，演習履修による自
己の能力の伸びを実感することができる． 

(成績評価)：教員は TA の補助の下で，提出物とプレ
ゼンテーションの成果により成績評価を行う． 

(コンピテンシー評価)：教員は TA，PA（卒業生）の
補助の下で，提出物，プレゼンテーションに関し，
ルーブリックスを用いてコンピテンシー評価を行
う．また，学生が記入したコンピテンシーの自己評
価シートを参考のためレビューする． 

(合否判定) 

コンピテンシー評価は合否判定には使用しない 
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